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第
二
十
滋
懲
　
第
一
號
．

一…

c
薩

林
の
宗
撃
も
亦
こ
の
方
針
に
よ
っ
て
続
寵
せ
ん
と
企
て
た
瞬
に
端
を
序
す
る

が
、
靴
ハ
庭
に
か
ぶ
墨
が
携
糊
灘
甥
建
三
教
事
た
る
べ
き
性
質
を
剛
瞭
に
示
し
て
み

る
。
或
ひ
は
幕
末
期
に
於
て
國
壌
者
の
側
よ
り
の
佛
教
攻
撃
に
勤
抗
せ
ん
爲

に
學
蟹
の
範
幽
を
鑛
大
し
て
管
逓
學
を
も
兼
勤
し
、
以
っ
て
時
代
の
趨
勢
に

勤
論
せ
ん
と
し
た
努
力
簿
も
興
昧
多
い
寓
實
で
あ
ら
う
。

　
最
後
に
龍
大
の
塞
館
は
…
明
治
十
総
年
閉
治
天
皇
が
行
撫
堕
遊
ば
れ
た
聖
蹟
で

あ
っ
て
、
現
に
史
蹟
の
指
定
を
受
け
て
煽
る
。
こ
れ
は
龍
大
が
そ
の
光
榮
を

瞬
く
天
下
に
誇
、
嚇
し
た
い
　
事
で
あ
ひ
事
を
記
し
て
置
き
た
い
。
　
（
祷
版
九

山ハ

宦
p
町
ハ
、
　
窟
混
晶
低
轟
ハ
（
）
胃
ハ
、
　
M
剛
購
豚
轟
一
…
一
…
蒜
搬
、
　
燕
肥
戻
骨
ゐ
八
慨
解
蝦
四
㍑
朕
韓
伸
側
累
押
仔
非
器
｛
胃
㎜
）

〔
木
村
武
夫
〕

蕪
園
　
の
　
研
　
究

　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
申
　
村
直
勝
著

　
近
時
瀧
愈
輕
逸
史
に
癒
す
る
關
心
が
高
ま
る
と
共
に
、
・
甲
世
史
の
部
門
に

於
て
は
、
種
々
の
角
度
か
ら
蕪
園
の
研
究
が
行
は
れ
、
そ
れ
み
一
＼
の
成
果
を

上
げ
つ
」
あ
る
。
云
ふ
ま
で
も
な
く
蕪
園
の
研
究
は
、
史
料
の
正
面
な
採
録

を
墓
礎
．
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
從
っ
て
蕪
閑
の
税
究
に
從
ふ
も
の
ほ
、
下
し
く
、

ま
と
裏
つ
た
史
将
を
牧
め
る
東
大
寺
文
欝
、
東
寺
文
書
、
高
野
山
文
書
等
に

注
意
を
…
郷
ふ
の
で
あ
る
。
就
・
甲
、
東
大
寺
交
激
口
は
、
そ
れ
が
潜
め
る
史
料
の

量
及
び
質
に
於
て
、
他
の
追
從
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
り
、
管
弦
の
研
究
に

は
泣
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
こ
の
棄
大
専
交
書
は
、
彪
大

な
通
数
に
達
す
る
爲
め
、
個
々
の
論
考
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

全
膿
を
静
寂
し
整
蝿
し
て
ま
と
ま
っ
た
結
果
を
出
す
こ
と
は
、
容
易
な
ら
ざ

る
こ
と
で
あ
っ
た
9
，
こ
・
に
紹
介
す
る
「
蕪
園
の
研
寵
届
は
、
こ
の
困
難
を
克

服
し
や
う
と
す
る
試
の
第
｝
歩
で
あ
る
。

　
本
嘗
の
内
容
は
、
黒
蟻
と
後
篇
と
に
分
れ
て
居
る
。
龍
篇
は
　
、
東
大
寺
領
」

と
題
し
、
先
づ
爾
篇
を
ま
と
め
る
に
際
し
史
料
と
し
て
取
扱
は
れ
た
東
大
寺

交
漸
纏
の
鰍
…
謙
…
を
掲
げ
、
次
い
で
伊
賀
國
煮
悩
殺
、
・
、
美
濃
欲
火
北
り
蕪
、
美
濃
國

茜
部
蕪
、
播
鱒
國
大
部
蕪
、
伊
賀
國
黒
田
剛
柔
に
關
し
、
成
立
の
問
題
、
㎞
統
捌

の
…
四
題
、
近
郊
の
…
附
題
、
蕪
民
の
問
題
等
を
、
史
料
に
則
し
て
詳
細
に
論
じ

て
媛
ら
れ
る
。
後
篇
は
「
二
…
二
の
桑
園
と
蕪
民
」
と
題
し
、
著
名
な
家
領
の
傳

領
に
就
い
て
論
㈱
越
し
た
鷺
っ
の
論
考
を
牧
め
、
次
い
で
伊
賀
國
黒
田
蕪
、
山

城
國
宇
治
閏
原
蕪
、
近
涯
國
大
浦
蕪
、
近
江
國
伊
香
立
蕪
等
に
於
て
展
…
囲
さ

れ
た
荘
堤
の
生
濡
を
叙
述
し
、
最
後
に
三
園
の
「
兵
士
」
以
下
の
特
殊
な
問
題

に
關
す
る
論
考
を
牧
め
て
膚
ら
れ
る
。

　
木
書
の
前
篇
が
成
る
に
し
就
い
て
、
如
何
に
多
大
な
努
力
が
沸
は
れ
た
か
は
、

箪
に
東
大
寺
に
所
戴
さ
れ
て
居
る
東
大
寺
交
書
ば
か
り
で
な
く
、
叉
方
々
に

所
蔵
さ
れ
て
居
…
る
東
大
寺
文
書
を
も
撮
訪
し
、
史
料
の
蒐
．
集
に
遺
漏
な
き
を

期
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
推
測
出
動
や
5
。
裁
っ
て
論
考
が
極
め
て
疋
確
で

あ
る
こ
と
は
、
雷
を
侯
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
q
而
か
も
そ
の
論
考
は
、
…
雛

な
る
史
料
の
羅
列
に
止
る
も
の
で
は
な
く
、
國
史
全
般
の
進
展
に
蒸
す
る
女

話
の
見
解
を
通
じ
て
、
個
々
の
史
料
を
生
か
し
、
且
つ
史
料
の
足
ら
ざ
る
と

こ
ろ
を
補
足
し
や
う
と
し
て
居
ら
れ
る
。
こ
の
態
度
は
、
確
か
に
本
書
の
｝

つ
の
特
色
と
し
て
畢
げ
ら
れ
る
顯
で
あ
る
。
か
く
て
、
記
鋲
蕪
感
心
契
所
あ

伽
収
立
、
後
白
河
院
の
院
政
の
確
立
、
源
頼
判
の
馬
瀬
｝
、
承
久
役
、
建
武
由
・
縄
ハ

等
が
、
蕪
園
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
論
じ
て
媛
ら
れ
る
不
慮
は
、
最
も
興
味
を
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慰
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
殊
に
承
久
役
が
鉦
園
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
論
じ
、
承

久
役
後
の
著
し
い
現
象
と
し
て
、
身
分
的
隷
騰
…
關
係
を
萌
櫨
に
表
示
す
る
寄

入
・
融
…
入
の
獲
達
を
指
摘
さ
れ
た
織
は
、
注
n
に
謝
す
る
論
義
か
と
思
は
れ

る
。

　
後
篇
の
家
傾
の
簿
領
は
、
政
治
の
申
丸
煮
の
動
欝
に
…
旧
し
て
潔
い
理
鰍
…
を

持
っ
て
履
ら
れ
る
著
名
を
ま
っ
て
始
て
な
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
蕪
園
の

移
動
と
政
…
擢
の
推
移
と
の
微
妙
な
關
係
に
就
い
て
、
多
く
の
鼻
背
を
得
る
と

こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
蕪
民
の
生
活
に
關
す
る
叙
違
は
、
か
Σ
る
問
題
が
殆

ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
．
時
に
、
早
く
鳩
解
題
の
祈
在
を
示
さ
れ
、
そ
の
後
の

研
究
に
寄
興
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
銅
期
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。

　
以
上
の
如
き
内
容
を
有
す
る
本
書
は
、
東
大
寺
領
の
耕
園
の
研
究
と
し
て

儲
位
的
な
勢
作
で
あ
る
が
、
叉
そ
れ
と
同
聴
に
一
般
の
蕪
…
困
の
研
究
に
も
、

多
く
の
示
唆
を
輿
へ
る
も
の
で
あ
る
り
併
し
乍
ら
、
著
藩
自
身
も
云
っ
て
贋

一
5
れ
る
…
慷
に
、
｛
果
大
上
守
纐
…
の
蕪
園
の
す
べ
て
が
、
本
勲
ぽ
に
甜
於
て
論
究
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
。
更
ら
に
又
、
木
摺
に
於
て
論
究
ざ
れ
た
東
大
寺
領
の
諸
蕪

園
に
於
て
も
、
閲
題
は
，
多
ぐ
飛
さ
れ
て
居
る
。
今
後
そ
れ
等
を
論
究
し
、
ひ

い
て
蕪
園
を
解
剛
し
や
う
と
す
る
に
翻
り
、
富
嶽
の
長
年
の
努
力
の
結
…
巣
生

れ
た
本
書
が
、
多
く
の
賞
蹴
を
な
す
で
あ
一
5
う
こ
と
を
思
ふ
の
で
あ
る
。
（
菊

版
八
〇
九
颪
、
鷹
野
書
鷹
獲
行
、
定
論
九
闘
）
　
〔
田
井
啓
憂
）

彙

端尺

史
　
攣
　
研
　
究
　
曾

大
薗
　
十
一
月
答
辞
（
土
）
、
累
日
（
疑
）
の
爾
臼
に
亙
っ
て
、
恒
例
の
木
會
大

志
は
墾
湿
せ
ら
れ
た
。
そ
の
大
概
を
摘
記
す
れ
ば
、

　
第
一
日
は
午
後
轡
時
よ
り
．
樂
友
會
館
…
鷺
沼
に
於
い
て
公
開
講
演
會
を
催

し
、
左
の
如
き
競
演
が
あ
っ
た
。
折
か
ら
の
秋
繭
に
も
拘
ら
ず
漏
す
る
潜
約

・
頁
名
。

　
｝
、
窩
麗
と
明
と
の
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
松
保
和
氏

　
一
、
興
点
勉
政
學
大
意
　
　
　
　
　
　

小
牧
實
繁
疑

　
扁
、
南
…
越
建
閥
　
の
事
鱗
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
　
　
繭
濾
氏

　
右
の
中
末
松
氏
講
演
は
本
誌
本
號
に
掲
載
、
和
腿
・
小
牧
爾
氏
の
講
演
も

邉
っ
て
木
管
に
鍋
載
の
筈
で
あ
る
。

　
第
二
臓
は
見
隊
百
と
し
て
午
荊
＋
時
醍
醐
避
賓
院
に
集
舎
、
蓼
密
謀
は
京

大
倶
漸
騰
空
説
を
も
併
せ
て
書
庫
胤
十
名
、
先
づ
沸
騰
所
の
詳
聞
に
於
い
て

本
學
助
敏
授
中
村
流
勝
氏
の
「
醍
醐
這
観
院
に
就
い
て
」
の
講
話
を
聴
い
た

後
、
太
箸
交
灘
南
囑
託
赤
松
俊
秀
氏
説
朗
の
下
に
語
学
の
殿
奮
に
入
り
、
玄

關
よ
り
葵
の
闘
、
秋
草
の
闘
、
勅
便
間
を
は
じ
め
震
殿
、
純
冠
婚
…
、
本
堂
、

白
勲
肖
院
、
娩
流
h
苧
櫨
寸
各
部
の
建
築
r
と
貼
障
騨
識
を
巡
臨
、
史
嬰
勝
に
指
…
定
さ
れ

た
庭
…
闘
を
瞭
縄
離
…
し
た
後
、
灘
重
塔
及
金
堂
に
劉
り
西
塔
内
の
板
糟
や
金
堂
の

佛
像
を
縦
艶
し
て
蕉
華
集
會
駈
に
澱
り
隔
同
叢
食
を
倶
に
し
て
徽
談
し
た
。

（135）

二

瀬

第
三
十
灘
轡
　
節
…
號

…
滋
臓


